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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
2016年 1月 30日に、公聴会および口頭試験を実施した。 
 試験においては、申請者に対し、論文の内容を確認する質問がなされたが、適切な回答を得た。
申請者は、博士論文発表会の際に指摘をうけた「より具体的なポイントシステムの設計」に関す
る課題について、本研究は、ポイントのベネフィットに対する基礎的かつ基盤的研究であり、個
別具体的な企業のシステムを必ずしも提案するものではないと回答した。とはいえ、様々な業種
や業態間の比較研究や、消費者属性によるポイントの影響の違いも分析しており、理論的および
実務的な課題を解決するためにも大いに有用な知見を導き出したといえる。口頭試問において申
請者の回答は適切なものであり、審査者全員一致して合格と判断した。 
 このように、論文審査、公聴会、口頭試問を通じた学力試験の結果から、申請者は、 
ポイントを単なる現金割引または金銭的価値のみの疑似通貨とみるのではなく、非金銭的かつあ
る程度非合理性をもったものであることを多角的に解明している。よって、専攻分野において、
自立した研究者として研究活動を遂行していく上で高度な研究能力および、その基礎となる知
識・知見を有していると判断し、博士学位授与に適するものと判断した。 
